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平成 27 年６月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 平成 26 年８月 14 日に公表いたしました平成 27 年６月期第２四半期累計期間（平成 26 年７月

１日～平成 26 年 12 月 31 日）の業績予想と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 27 年６月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

3,700 

百万円

△200 

百万円

△235 

百万円

△170 

円 銭

△39 09 

実 績 値 （ Ｂ ） 4,039 △365 △393 △266  △60 89 

増   減   額 （ Ｂ － Ａ ） 339 △165 △158 △96 ― 

増   減   率 （ ％ ） 9.2 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成26年６月期第２四半期） 
3,735 △117 △144 △111 △20 17 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、防災・耐震関連の解析コンサルティング業務、大手住宅メーカー向け

構造計算システム及び住宅設備メーカー向けシステム開発業務などが好調に推移したことにより、

期初予想を上回る結果となりました。 

利益面につきましては、季節変動による影響の他、通信ネットワーク関連での要求仕様等上流

工程の一部業務において採算が悪化したこと及び外注費が増加したことなどにより、営業利益、

経常利益、四半期純利益ともに期初予想を下回る結果となりました。 

なお、通期業績予想につきましては、技術優位を活かし高収益を確保できる分野での早期受注

早期売上に努めるとともに、品質管理のより一層の向上による利益性確保、外注費等の経費を適

切な水準に維持することで目標利益の達成に向け邁進してまいる所存ですので、現時点において

平成 26 年８月 14 日公表の通期業績予想数値に変更はございません。今後の事業環境の変化や業

績の進捗状況等により、修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

 

以上 


